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　昨年３月に発生した東日本大震災は，未曽有の規模の地震とそれに続く津波により東日本太平洋沿岸地域
に甚大な被害をもたらした。東日本大震災から１年が経過したが，復旧・復興の動きは遅く，放置されたま
まの農地が多数ある。被災した農林水産業，農山漁村をどう立て直し，そして原発から排出された放射性物
質の除染や食の安全・安心にどう立ち向かえばいいのか，といった問題について被災地に対する長期的な支
援活動が求められている。被災地と離れた大学で農学教育に携わる私たち教職員も，常に被災地の農業や大学，
農場のことを心に留めて，出来ることがあれば被災地に出向き，可能な支援活動を行うことの重要性を強く
感じている。
　受験産業大手の情報によると，農学系の志願者がここ数年で20 ～ 30％増加しているという。すなわち，農
学部が人気なのである。明治大学は今年４月に新農場をオープンした。岡山理科大学が生物・園芸学コース
を今年４月に設置，東洋大学は2013年から食環境科学科を単独の学部に昇格予定，吉備国際大学が地域創生
農学部を2013年に，龍谷大学が農学部を2015年に開設予定とのことである。食の安全安心への関心の高まり，
食料自給率，TPP問題，気象変動と食料危機等に加えて，理系女子の増加が背景にあると考えられる。 
　近代農学の始祖横井時敬の有名な言葉に「稲のことは稲に聞け，農業のことは農民に聞け」がある。映画
「踊る大捜査線」における「事件は会議室で起きてるんじゃない，現場で起きてるんだ」に通じるものがある。
彼が目指したものは，学理と実地の両立であり，分解的研究と総合的研究の調和した実学主義である。「実学」
とは，耕地や山林や海を研究の現場としたフィールド科学である。大学農場には，分解的研究を統合し，農
業現場にフィードバックして問題解決が図れる人材を育成することが求められている。
　全国大学附属農場協議会では，実習教育の分野ごとに基準を策定し，実習教育の質的改革を進めようとし
ている。基準を各大学・教員間で共有して，相互認識を深め，それぞれの大学の教育の質保証を図り，全国
の農場がレベルアップすることを目標としている。農学部の人気が高まってきている今こそ，大学間のより
緊密な連携により，フィールド教育の質保証システムを構築するとともに，各大学の実習教育改革にも寄与
することを期待する。
　フィールド科学センター長に就任して１年が過ぎた。昨年４月より本島農場を閉鎖して事務局へ管理替え
手続きを行った。これまで，柑橘類遺伝資源の収集と実習に利用してきたが，岡山農場果樹園内に柑橘類を
実習の展示用に一部栽埴して，柑橘類の実習項目を補った。また，果樹園の大温室を解体し，マスカット栽
培用の大型ビニールハウスが竣工するとともに，グッドジョブ支援センターと協働して運営している販売所
がバリアフリーに改修された。これらは，すべて前センター長より引き継いだものである。岡山農場発足以
来63年を経過し，実習は多様化して新たな施設が必要になるとともに，多くの施設が更新時期に当たっている。
今後とも計画的に予算要求して行きたいと思う。
　この度，平成23年度のセンターの運営概要と研究報告をセンター報告第34号として取り纏めた。関係各位
には，ご高覧いただけると幸いである。
　　　　平成24年３月
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　追記（平成25年２月）：諸般の事情により発刊が大きく遅れたことをお詫び申し上げる。
